
①国指定鳥獣保護区において、保全整備事業、維持・改善事業、調査等を実施。
②候補地選定基準の見直しのための調査（32箇所の既存候補地のレビュー）と検討会（２回）を開催。

44

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

上記について以下の通り実施。
①国指定鳥獣保護区において、鳥獣の生息環境の保全・維持・改善、生息状況モニタリング調査、新規指定予定箇所
の調査等を実施。
②ラムサール条約湿地登録の新たな国際基準に対応するため、国内候補地選定基準の見直しや既存候補地に関す
る最新情報の収集に向けた文献調査や検討会開催を実施。

国際的又は全国的な鳥獣の保護の見地から特に重要な地域として指定されている国指定鳥獣保護区において、適切
かつ質の高い保護管理を推進するとともに、ラムサール条約湿地の候補地について検討し、登録推進を図ることを目
的とする。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

51

執行率 100% 102% 98%

58

58

事業番号 １８９

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始
年度

昭和46年度
（一部平成21年度）

国指定鳥獣保護区対策費

会計区分

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　一部改善

　(長期に渡り続いている事業であり、事業を効率的に実施する等して、予算額を節減するべき。)

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

①国指定鳥獣保護区としての役割を十分に発揮するためには、適切な保護管理を実施する必要がある。
②平成２２年度終了予定。

適正な契約方法で契約を行っており、適正な執行がなされるよう執行状況、使途の把握に努めている。具体的には請
負事業者と密に連絡をとりつつ進行状況を把握し、管理を行うとともに、必要に応じアドバイスを行っている。
事業の実施結果、成果については報告書等により内容確認を行っている。

補
　
記

50

19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後） 59

51

総事業費(執行ベース) 44 51 58

生物多様性の保全と自然との共生の推進

関係する計
画、通知等

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

担当課室 鳥獣保護業務室

上位政策

室長　宮澤　俊輔自然環境局

一般会計

担当部局庁

鳥獣保護法第28条
鳥獣の保護を図るための事業を実施するための基本
的な指針

22年度 23年度要求

44

＜少額随意契約等＞



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

＜施行委任＞

＜一般競争・総合評価＞

北海道地方環境事務所

５百万円

釧路自然環境事務所

１百万円

東北地方環境事務所

５百万円

関東地方環境事務所

１０百万円

近畿地方環境事務所

１百万円

九州地方環境事務所

２百万円

那覇自然環境事務所

４百万円

長野自然環境事務所

４百万円

中国四国地方環境事務所

0.3百万円

中部地方環境事務所

６百万円

環境省本省

５８百万円

鹿児島県

１４百万円

【業務概要】

ツル生息地保全業務等

Ａ （有）川窪建設等

１４百万

【業務概要】

ツル類の保護管理業務

＜少額随意契約等＞

Ｂ 特定非営利活動法人

日本国際湿地保全連合等

５百万円

【業務概要】

ラムサール条約湿地登録推進業務等

Ｃ （有）風の便り工房等

５百万円

＜一般競争・少額随意契約＞

【業務概要】

大雪山鳥獣保護区ヒグマ情報提供業務等

＜少額随意契約＞

Ｄ 民間企業

１百万円

【業務概要】

傷病鳥獣個体収容検査業務等

Ｅ 民間企業等

５百万円

【業務概要】

オオセッカ生息調査等

Ｆ 民間企業等

１０百万円

【業務概要】

谷津鳥獣保護区鳥獣生息環境維持管理

等

Ｇ （株）野生動物保護

管理事務所等

６百万円

【業務概要】

カワウ生息状況調査業務等

Ｈ （株）野生動物保護

管理事務所等

４百万円

Ｉ 民間企業等

１百万円

Ｊ 民間企業

0.3百万円

Ｋ 財団法人等

２百万円

Ｌ （株）沖縄環境分析

センター等

４百万円

＜少額随意契約＞

＜少額随意契約＞

＜一般競争・少額随意契約＞

＜一般競争・少額随意契約＞

＜少額随意契約＞

＜少額随意契約＞

＜少額随意契約＞

＜一般競争・少額随意契約＞

【業務概要】

ニホンジカ生息調査等

【業務概要】

鳥獣保護区指定に関する自然環境調査等

【業務概要】

鳥獣保護区案内板作成業務等

【業務概要】

ドブネズミ捕獲調査等

【業務概要】

鳥獣保護区区域検討調査業務等



費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目

A.　（有）川窪建設等 Ｇ.　(株)野生動物保護管理事務所等

使　途
金　額
(百万円）

カワウ生息状況等調査業務等 6雑役務費 生息地復旧業務等 14 雑役務費

6計 14 計

B.　特定非営利活動法人日本国際湿地保全連合等 Ｈ.　(株)野生動物保護管理事務所等

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

雑役務費
ラムサール条約湿地登録推進業
務等

5 雑役務費 ニホンジカ生息状況調査等 4

4計 5 計

C.　(有)風の便り工房等 Ｉ.環境総合テクノス等　

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

各支出先は全て100万円以下であ
る。

雑役務費
大雪山鳥獣保護区ヒグマ情報提
供業務等

5 雑役務費

計

使　途
金　額
(百万円）

費　目

0

D.（株）猛禽類医学研究所等 Ｊ.（有）国分印刷等

計 5

使　途
金　額
(百万円）

各支出先は全て100万円以下であ
る。

各支出先は全て100万円以下であ
る。

費　目

計 0 計 0

各支出先は全て100万円以下であ
る。

Ｅ.東北緑化環境保全（株）等 Ｋ.（財）九州環境管理協会等

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目
金　額
(百万円）

計 0 計 0

Ｆ.東京湾ぐるっとクラブ等 Ｌ.　(株)沖縄環境分析センター等

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

雑役務費 各支出先は全て100万円以下であ
る。

雑役務費 鳥獣保護区区域検討調査業務等 4

4計 0 計

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

使　途

各支出先は全て100万円以下であ
る。


